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至近で発生したトラブルについて

［型枠解体作業時に発生した作業員の負傷］

２０１９年２月７日

東京電力ホールディングス株式会社

福島第一廃炉推進カンパニー

福島第一原子力発電所 土木部

労働者安全衛生対策部会
【資料４－２】
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１．事象の概要

・発生日時：2018年12月14日(金) 7時30分頃

・事象概要：

大芋沢水路側壁の補強を目的にコンクリート打設

を行い、打設後、鋼製型枠の解体作業を４名で行

っていたところ、うち１名の作業員が倒壊した鋼

製型枠に両足が挟まれ被災した。

・工事件名：１Ｆ大芋沢水路復旧工事

1

・発生場所：大芋沢水路

・被災状況：両脛骨骨折、両下腿挫創（全治６か月）

・被災者 ：男性 ４０代（１Ｆ経験年数 ４年９ヶ月）

・被災者の状況

服装：Gゾーン装備（安全帯、ヘルメット、構内

用G作業衣、綿手袋ゴム手袋（２重）

DS2マスク、短靴）

健康状態：前日までと比較し特に問題なし

発生場所

提供：日本スペースイメージング(株),（C）DigitalGlobe

鋼製型枠

パイプサポート

【災害発生前配置状況（上流側より）】
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横パイプ

メタルフォーム 縦パイプ （60×60角鋼管）

（1500×300） （単管パイプ）

妻枠固定用アングル5100

600

2100
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（１）型枠構造図

２．型枠構造・解体作業開始前状況

○25枚組み合わせ
○15kg/1枚（1.5m×0.3m） 、総重量:約700kg
○各メタルフォーム同士は、鋼製Ｕ型クリップ
にて固定。
上下：４か所固定
左右：１箇所固定

メタルフォーム 縦パイプ 横パイプ

（1500×300） （単管パイプ） （60×60角鋼管）

妻枠固定用アングル

1 2 3 4 5 6
パイプサポート

（φ60.5-φ48.6）

5100

600

2100

←上流側 下流側→

妻枠はらみ防止アングル

（２）解体作業開始前状況図
引
き
起
し
後
状
況
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①当日は、17ブロック目／20ブロックの解体作業であった。

（16ブロック／20ブロック解体完了）

②前日の打合せにて被災者作業班は、妻型枠の解体と上流側を先行して行うよう、大工作業

班から要請を受けたため、前日までは片側（下流側）から行っていた解体作業を両側から

同時に行う作業へ変更をした。

＊）型枠構造は、側壁は鋼製型枠、妻部は木製型枠となっており、前日までの作業では鋼製型枠

の組立解体は被災者作業班が担当し、木製型枠は大工作業班が担当。

③被災者は、下流側、作業員Ｂは上流側と両側から撤去を開始し、１列目の撤去が完了し、

この時点で仮受パイプサポートを設置する手順となっていたが、設置していなかった。

④撤去作業が進み、被災者は、妻型枠が残っている状態の鋼製型枠解体は初めてで、型枠

同士が結合されていると誤認し、残されていた中央のパイプサポートをすべて撤去した。

３．災害発生時の状況 3

作業員C 作業員Ｂ 作業員Ａ
（班長） （被災者）

③パイプサポート撤去

仮受サポート
未設置

3 作業員Ｄ

正面図

④ 中央のパイプサポートを撤去

作業員C 作業員Ｂ （被災者）

下流側→
下流側→

作業員Ａ
（被災者）
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⑤被災者は、鋼製型枠を支えるものが何もない状態で、妻型枠側で作業を開始した。

⑥災害発生

被災者は、倒れてきた鋼製型枠を押さえようとしたが押さえきれず後方に下がった

ところ足が挟まれた。

作業員C 作業員Ｂ 作業員Ｄ

（被災者）

4３．災害発生時の状況

⑤妻型枠側の解体作業開始

⑱BL鉄筋 ⑲BL側壁コンクリート ⑳BL鉄筋

作業員Ｄ

作業員C 作業員Ｂ 作業員Ａ パイプサポート

（φ60.5-φ48.6）（被災者）

100

2100

500

⑥災害発生

平面図

正面図
撤去済のパイプサポートが
あり下がりきれなかった

型枠の届かない場所まで
下がった

⑱BL鉄筋 ⑲BL側壁コンクリート ⑳BL鉄筋

妻型枠

平面図
鋼製型枠

妻枠はらみ防止アングル

妻枠はらみ防止アングル

下流側→
作業員Ａ
（被災者）

打設
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３．災害発生時の状況（下流側より） 5

鋼製

妻枠はらみ防止アングル
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6

要因 発生原因

管理的
要因

➣作業手順、作業手順の変更時の検討が不十分であり、作業員の理解が十分でな
かった。
➣危険予知が十分になされていなかった。（朝礼ＫＹでは手順不順守に対するリス
ク抽出はなく、現地ＫＹも型枠解体作業の配置・役割の確認であった）

人的
要因

➣型枠解体経験はあったが、妻型枠と鋼製型枠構造の理解が不十分であった。

物的
要因

➣「仮受サポート」以外の倒壊防止措置がなかった。

４．発生原因と再発防止対策

（１）発生原因

（２）再発防止対策

①挿絵付き等で、作業員がわかりやすい手順書を作成し、手順の意味まで十分理解した上

で作業を開始する。元請職員は手順が守られているか確認を行う。

②毎日のＫＹで、当日の作業手順の確認に加え、手順・役割の変更がないか確認を行う。

手順・役割が変更となる場合は、一度立ち止まり作業員全員で手順を再確認し、改めて

ＫＹを実施してから作業を行う。

③荷重を受けている仮設材の設置・解体について、教育資料等を用いて教育を行う。

④鋼製型枠解体作業時は、型枠組立時に鋼製型枠上部と既設コンクリート上部を固定する

二重の型枠倒壊防止措置を設置する。［参考資料参照］

＊）重機の搬入が困難であり、鋼製型枠を仮吊りできない現場環境の場合



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社

7【参考資料】

二重の倒壊防止措置 実施状況

チェーンにて固定


